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（1） 令和5年7月15日発行

通常開催に熱高まる通常開催に熱高まる
4 年ぶり！4年ぶり！

見送り 神
し ん わ や ま た の お ろ ち

話八俣遠呂智
神代の昔、高

たかまがはら

天原から追放された須
す さ の お の み こ と

佐之男命が
一つの胴体に八つの頭と八つの尾をもった大蛇
の八

や ま た の お ろ ち

俣遠呂智を退治し「草薙剣」を得る場面です。

表 歌
かぶきじゅうはちばんしばらく

舞伎十八番暫
悪人の清

きよはらたけひら

原武衡が家来に命じて善人たちを斬
ろうとするところに「しばらく」の一声とと
もに鎌

かまくらごんごろうかげまさ

倉権五郎景政が登場し、善人たちを救
うという歌舞伎の十八番の演目です。

　4 年ぶりの規制なしの通常開催となる今年の博多祇　4 年ぶりの規制なしの通常開催となる今年の博多祇
園山笠は、疫病除去のため施餓鬼棚に乗って祈祷水を園山笠は、疫病除去のため施餓鬼棚に乗って祈祷水を
まいたのが始まりと言われています。その歴史と伝統まいたのが始まりと言われています。その歴史と伝統
は古く、700 年以上にわたり受け継がれています。は古く、700 年以上にわたり受け継がれています。

梅雨を彩るあじさい梅雨を彩るあじさい



令和5年7月15日令和5年7月15日 第68号（2）第68号（2）
　
こ
の
た
び
、
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

木
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
原
副
会
長
、
廣
田

副
会
長
、
稲
益
会
計
と
も
ど
も
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら

仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、
地
域

奉
仕
活
動
な
ど
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
楢
橋
前
会
長
に
お
か
れ
ま

　
博
高
連
の
皆
さ
ま
！
ま
ず
も
っ
て
、

長
い
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

博
高
連
運
営
委
員
10
年
間
、
う
ち
5

年
間
は
会
長
と
し
て
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
楽
し
く
、
大
過
な
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沢
山
の
思
い
出
と
多
く
の

会
長
　
木
原
　
正
道

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

持
続
可
能
な
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

　
し
か
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
は
全
国
的
傾

向
で
す
が
と
も
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
博
多
区
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
ピ
ー
ク
時
の
平
成
２
年
度
の
ク

ラ
ブ
数
１
８
２
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

１
０
４
７
３
人
か
ら
令
和
５
年
度
は

91
ク
ラ
ブ
３
７
２
２
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
解
散
の
主
な
原

因
は
①
会
長
が
病
気
等
で
退
任
さ
れ

た
後
、
後
任
会
長
の
成
り
手
が
な
く

止
む
な
く
解
散
す
る
ケ
ー
ス
②
会
員

の
高
齢
化
等
自
然
減
で
人
数
は
減
る

が
、
新
規
入
会
者
が
な
く
活
動
が
維

持
で
き
な
く
な
り
解
散
す
る
ケ
ー
ス

の
2
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
会
長
が
後

継
者
育
成
は
重
点
業
務
だ
と
捉
え
る

と
と
も
に
、
会
の
業
務
や
役
職
を
多

く
の
会
員
に
分
散
す
る
。
若
手
会
員

や
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と

し
て
は
、
５
年
の
長
き
に
わ
た
り
博

高
連
の
活
性
化
に
向
け
ご
尽
力
と
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
核
家
族
化
の

急
速
な
進
展
に
よ
り
、
人
と
の
交

流
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
外
出
機
会

が
減
少
し
た
高
齢
者
の
体
力
低
下
や

社
会
的
孤
立
が
心
配
さ
れ
て
い
る
な

か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
、
地
域
で
と
も
に
支
え

合
う
友
愛
活
動
な
ど
が
再
評
価
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

前
会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め

や
会
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
活
動
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
地
域

に
お
い
て
ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
、
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
人
に
声
を
か
け
口
コ
ミ
に
よ

り
仲
間
が
欲
し
い
人
、
ク
ラ
ブ
に
興

味
を
持
つ
人
を
発
掘
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
で
と
も
に
支
え
合
う
交
流
の
場

と
し
て
私
た
ち
高
齢
者
に
必
要
不
可

欠
な
組
織
で
す
。
今
後
と
も
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
い

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
老
人
ク
ラ
ブ

づ
く
り
に
向
け
て
運
営
委
員
会
等
で

協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
さ
ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

方
の
お
顔
を
想
い
だ
し
ま
す
。
い
ろ

ん
な
場
面
で
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
は
自
分
の
人
生
は
4
度
、
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
々
で
「
ワ
ク
ワ
ク
」
し
た
感

情
が
生
ま
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
1
度
目
は
福
岡
市
役
所
に
勤
務

し
た
時
。「
天
下
の
市
役
所
俺
で
持
つ
」

の
気
概
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
2

度
目
は
再
就
職
の
時
、
3
度
目
の
ワ

ク
ワ
ク
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
係
わ
っ

て
き
た
時
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
や

は
り
人
と
人
の
交
流
が
基
本
で
、
そ

こ
か
ら
相
手
を
理
解
し
、
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
の

場
合
、
先
述
の
と
お
り
多
く
の
方
に

支
え
て
い
た
だ
き
、
幸
せ
で
し
た
。

　
4
度
目
は
、
今
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

の
一
会
員
と
し
て
、
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
す
。周
り
の
長
年
付
き
合
っ

て
き
た
仲
間
と
と
も
に
助
け
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
に
残
さ
れ
た
時
間
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

最
終
の
仕
上
げ
と
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
持
ち

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
5
類
相
当
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
明
る
い

社
会
が
広
が
っ
て
き
た
感
じ
が
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
方
、
持
て
る
力
を

十
分
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
、
地
域

の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
方
の
今
後
の
ご
健
勝
と
博

高
連
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

退任あいさつ 就任あいさつ
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令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

役員・運営委員名簿

博多区老人クラブ連合会事務局　活動推進員　隈本　秀勝
〒 812-8512
博多区博多駅前 2 丁目 8-1 博多区役所 4 階
電話　092-419-1085　　 FAX　092-441-1455

令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

女性部長名簿

校区・地区 氏　名

千   代 武藤 　諒子

大 　 浜 倉本 たか子

御 供 所 原　 多惠子

奈 良 屋 ◯ 五十嵐 トシ子

冷 　 泉 岡本　 光世

住 　 吉 藤井 しつ江

東 住 吉 沖　 多喜子

春 　 住 中村　 秀子

美 野 島 山田 　鈴恵

吉 　 塚 中山 美知子

東 吉 塚 伊藤　 康代

校区・地区 氏　名

東 　 光 薄井 　清子

堅 粕

席 田 片見 　真弓

東 月 隈 八谷 　英子

那 珂 庄島 　克枝

弥 生

板 付 春日 　祥子

三 筑 松尾　 洋子

那 珂 南 ◎ 渕上 　文子

◎部会長　　　〇副部会長

実施日 行事名 会　場

7  

6 ～ 7 九州ブロック老人クラブリーダー研修会 オリエンタルホテル福岡

19  運営委員会④ 博多市民センター第 1 会議室

26  演芸大会 博多市民センター　全館

28  市高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ

8

3 地域リーダー研修会  博多市民センター　ホール

18 運営委員会⑤ 博多市民センター第 1 会議室

25 デジタル研修会 博多市民センター第 1 会議室

30 市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館

9

12 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

15 運営委員会⑥ 博多市民センター第 1 会議室

20 全国一斉「社会奉仕の日」

21 グラウンド・ゴルフ大会（予備日：22日）山王公園（自由広場・野球場）

28 市）高齢者ゴルフ大会 セブンミリオンカントリークラブ

10

6 カラオケ大会 博多市民センター　全館

10 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
10 ～ 15 第 50 回市高齢者美術展　第２希望 福岡市美術館

19 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

20
運営委員会⑦

博多市民センター第 1 会議室
ペタンク大会打合せ会議

25 第19回市グラウンド・ゴルフ大会
（予備日：26日） 舞鶴公園

11

10 ペタンク大会（予備日：13 日） 山王公園（自由広場）

16 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

20 運営委員会⑧ 博多市民センター第 1 会議室

28 健康教室　 区役所 5 Ｆ　集団指導室

12

1 社会見学会 未　定

7 ソフトダーツ大会 福岡市民体育館　競技場

12 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

15 運営委員会⑨ 博多市民センター第 1 会議室

21 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

1
19

運営委員会⑩ 博多区市民センター第１会議室

G・G 好友会役員会議

31 市）第 10 回高齢者ソフトダーツ大会 福岡市民体育館

2

9  女性リーダー研修会  未　定

19  運営委員会⑪ 博多市民センター第 1 会議室

26 ～ 27  他都市交流研修会（宿泊）  未　定

3

5 老人クラブ補助金及び友愛訪問説明会 博多市民センター　ホール

12  ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）

13  運営委員会⑫ 博多市民センター第 1 会議室

28  グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

※�網掛けは、市老連等の行事予定です。※�網掛けは、市老連等の行事予定です。

令和 5 年度　博高連 行事計画 （令和 5 年 7 月１日現在）

役職名 校区
地区 氏　名

会　長 三　筑 木原 　正道

副会長
御供所 原 　　　功

那　珂 廣田 すみ子

会　計 東吉塚 稲益　　 満

監　事
東月隈 橋本 　憲仁

那　珂 日下部 洋子

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

千　代 板谷 加代子

大　浜 柴田 　光男

御供所 原　 　　功

奈良屋 青木　 　望

冷　泉 中尾 　敏勝

住　吉 藤井 しつ江

東住吉 小嶋 　和子

 春　住 南里 みどり

美野島 古屋　 征範

吉　塚 鹿子生 芳信

役職名 校区
地区 氏　名

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

東吉塚 稲益 　　満

東　光 古橋 　良夫

堅　粕 岩瀬 　弘毅

席　田 山内 　秀雄

東月隈 中原 富久男

那　珂 廣田 すみ子

弥　生 山田 　優基

板　付 楢橋 　照子

三　筑 木原 　正道

那珂南 伊藤 　　恵

女性部Ａ 五十嵐 トシ子

女性部Ｂ 山田 　鈴惠

女性部Ｃ 武藤 　諒子

女性部Ｄ 中山 美知子

女性部Ｅ 春日 　祥子

女性部Ｆ 渕上 　文子
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5
月
12
日
（
金
）、
博
多
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
5

年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
規
模
を

縮
小
し
た
う
え
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
各
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
会
長
68
名
、
女
性

部
長
44
名
の
計
１
１
２
名
が
出
席

し
、
博
多
区
長
の
髙
木
三
郎
氏
を

は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
中
原
富
久
男
会
長

（
東
月
隈
）
が
選
任
さ
れ
、
令
和

4
年
度
事
業
報
告
、
令
和
4
年
度

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
令

和
5
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
令

和
5
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

（敬称略）
令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会令和 5 年度 博多区老人クラブ連合会

会長表彰被表彰者一覧会長表彰被表彰者一覧
運営委員等退任者運営委員等退任者

板付校区 会　  長 楢橋　貞雄
東光校区 副 会 長 阿部　悦子
席田校区 運営委員 関　　利光　

東月隈校区 運営委員 八谷　英子　
弥生校区 運営委員 開　　福江
三筑校区 運営委員 松尾　洋子　
席田校区 監　   事 吉田　　実

校区女性部長退任者校区女性部長退任者

東光校区 阿部　悦子
弥生校区 開　　福江

那珂南校区 城戸 スミ江

単位老人クラブ会長退任者単位老人クラブ会長退任者

冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会いずみ会 江頭　孝子
東住吉校区 第五永寿会 松田　　操
春住校区 春住第三長生クラブ 山本　律子
春住校区 春住第八長生クラブ 詫間 千代子
東光校区 東比恵３丁目１区寿会 阿部　悦子
板付校区 麦野１丁目第一明正会 楢橋　貞雄
三筑校区 寿福会 山口　孝俊

那珂南校区 さざん会 渡辺　千春
那珂南校区 竹丘町竹若会 松本　正博

会員増強運動特別賞会員増強運動特別賞

冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会冷泉いずみ会 中尾 　敏勝
冷泉地区 冷泉老人クラブ連合会いずみ会 江頭 　孝子

東吉塚校区 東吉塚なかよしの会 稲益 　　満
席田校区 上臼井長寿会 松田 　勝弥
席田校区 下臼井長寿会 堀内 　　清

東月隈校区 第三常磐会 中原 富久男
那珂南校区 葉櫻会 簑原 　清隆

木
原
新
会
長
の
も
と

木
原
新
会
長
の
も
と

��

よ
り
良
い
組
織
に

よ
り
良
い
組
織
に

令
和
5
年
度 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

議
事
が
進
行

さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が

承
認
・
可
決

さ
れ
方
針
が

決
定
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議

事
の
前
に
は

退
任
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈

並
び
に
会
員

増
強
運
動
で
功
績
を
残
し
た
ク
ラ

ブ
へ
の
特
別
賞
表
彰
が
あ
り
、
楢

橋
貞
雄
前
博
多
区
老
連
会
長
を
筆

頭
に
多
数
の
運
営
委
員
退
任
者
、

校
区
会
長
・
女
性
部
長
退
任
者
と
、

7
つ
の
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

【新会長】【新会長】
木原　正道氏木原　正道氏

表彰を受ける楢橋貞雄氏表彰を受ける楢橋貞雄氏

拍手にて議案承認・可決拍手にて議案承認・可決



令和5年7月15日令和5年7月15日（5）第68号（5）第68号

　

12
月
9
日
（
金
）、
福

岡
市
民
体
育
館
に
て
第

12
回
博
多
区
高
齢
者
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
３
１
名

が
参
加
し
、
カ
ウ
ン
ト
・

　12 月 2 日（金）、3 年ぶりとなる社会見学を開催し、五ヶ
山ダムと筑後川昇開橋に行きました。
　特に筑後川昇開橋は、世界でも有数の昇降式可動鉄橋であ
り国指定の重要文化財です。参加者の皆さんは、普段、訪れ
ることのできない観光地でゆっくりとした時間を過ごすこと
ができました。移動途中には、道の駅大和に寄って買い物を
楽しんだり、川上峡温泉ホテル龍登園にておいしい食事を堪
能しました。

優
勝
目
指
し
力
強
く
一
投

優
勝
目
指
し
力
強
く
一
投

第
12
回
博
多
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

板付校区
吉松　幸雄さん（92）

　健康の秘訣はソフトダーツ
です。80 歳の頃に肝臓がん
になりましたが、10 年の闘
病を経て完治しました。畑を
借りて農作業をしていたの
で、それが丈夫な体の秘訣に
もなっていると思います。

　ソフトダーツは、5年ほど前
にマンションに引っ越してから
始めました。かつては、槍投
げやバレーをしているスポー
ツウーマンでバレーに関して
は70歳になるまで市のバレー
チームで活動していました。

大浜地区
藤　節子さん（87）

最高齢者賞最高齢者賞

令和4年度�博多区老人クラブ連合会社会見学

83名がバスの旅で気分転換83名がバスの旅で気分転換

筑後川昇開橋にて

順　位 氏　名 校区・地区 総得点
優　勝 藤井 　金光 東住吉 999
準優勝 吉野 文三郎 弥　生 985
第 3 位 薄井 　清子 東　光 944

【カウント・アップ】

【アンダー・ザ・ハット　ボード優勝者】

ボード 校区・地区 氏　名
１ 弥　生 井手 　哲二
2 弥　生 吉野 文三郎
3 東月隈 入木田 勝之
4 那珂南 佐久間 　朗
5 吉　塚 金子 フクヨ
6 東月隈 田中 　武一
7 那珂南 河津 　サワ
8 東住吉 小嶋 　和子

ボード 校区・地区 氏　名
9 板　付 日永田 義紀

10 板　付 山形 　清子
11 那　珂 廣田 すみ子
12 堅　粕 岩瀬 　弘毅
13 堅　粕 菊池 　得雄
14 吉　塚 中村 　興爾
15 吉　塚 綾部 　民江
16 那珂南 横坂 　勝行

（敬称略）
大 結会 果

ア
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種
目
で

実
力
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
表

の
通
り
で
す
。
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
上
位
3
名
が

９
０
０
点
以
上
を

獲
得
す
る
な
ど
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦

い
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

年齢を感じさせないプレーでした



令和5年7月15日令和5年7月15日 第68号（6）第68号（6）

　

6
月
14
日

（
水
）、
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
に

て
新
任
会
長
・

新
任
女
性
部
長

研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
原
功
副
会
長

の
開
会
の
言
葉

と
木
原
正
道
会

長
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
っ
た
研

修
会
で
は
、
ま
ず
初
め
に
老
人
ク
ラ

ブ
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
木
原
会
長

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
部

で
は
令
和
4
年
度
博
高
連
の
事
業
活

動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
ク
ラ

　

3
月
1
日
（
水
）、
博
多
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
令
和
4
年

度
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金

並
び
に
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会
を

3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
福

田
福
祉
・
介
護
保
険
課
長
よ
り「
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
を
日

頃
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
説
明
の
部
で
は
、
ま
ず
同

課
高
齢
者
福
祉
係
の
西
原
氏
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
事
業
実
績
報
告
や
令

和
5
年
度
補
助
金
交
付
申
請
方
法

の
説
明
の
ほ
か
、
質
疑
応
答
の
時

間
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
友
愛
訪

問
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

最
後
に
は
今
回
が
初
の
試
み
で
あ

る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
の
活
動
例
と
し
て
三
筑
校
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
単
位
ク
ラ
ブ
千
歳
会
の

活
動
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
よ
り
老
人
ク
ラ

ブ
の
基
礎
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
目
的
や
組
織
、
活
動
、

会
員
増
強
の
目
標
や
根
幹
に
関
わ
る

事
柄
の
ほ
か
に
、
ク
ラ
ブ
の
会
計
や

予
算
・
決
算
、
補
助
金
と
い
っ
た

運
営
面
の
事
柄
、
友
愛
訪
問
活
動
や

指
定
旅
館
、
福
祉
バ
ス
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
女

性
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
研

修
の
内
容
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
生
き
活
き
と
活
動
を

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
生
き
活
き
と
活
動
を

令
和
4
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
並
び
に
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会

令和5年度
新任会長・新任女性部長研修会

リーダーとしてリーダーとして
 組織を牽引するために 組織を牽引するために

高齢者福祉係高齢者福祉係
西原�氏西原�氏

　
6
月
29
日
（
木
）、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
長
生
園
に
て
博
多
区
高

齢
者
囲
碁・将
棋
大
会
を
開
催
し
、

囲
碁
の
部
13
名
、
将
棋
の
部
５
名

の
計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
や
間
仕
切

板
の
設
置
な
ど
万
全
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
講
じ
る
こ
と
で
参
加
者
が
安

心
し
、
真
剣
勝
負
の
中
に
も
和
気

あ
い
あ
い
に
交
流
を
楽
し
み
、
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆将棋の部

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 大森　正雄 吉　塚
準優勝 稲益　　満 東吉塚
第３位 岡部　安正 那珂南

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 筒井　政文 長生園

◆囲碁の部

【�チャンピオン戦�】【�チャンピオン戦�】
優　勝 森　　任一 御供所
準優勝 村上　正敏 三　筑
第３位 田中　　募 板　付

【�三・四段戦�】【�三・四段戦�】
優　勝 廣瀬　清吾 那珂南
準優勝 河原　弘典 那珂南

【�初・二段戦�】【�初・二段戦�】
優　勝 入江　正人 那珂南
準優勝 宮脇　秀明 長生園
第３位 吉村　通芳 東月隈

【�級位戦�】【�級位戦�】
優　勝 安部　恭輔 東月隈
準優勝 今川　統雄 席　田

一手一手が真剣勝負一手一手が真剣勝負

令和 5 年度 博多区高齢者囲碁・将棋大会令和 5 年度 博多区高齢者囲碁・将棋大会

先手、先手の先読み勝負！先手、先手の先読み勝負！最高齢者賞

87歳
廣瀬　清吾さん廣瀬　清吾さん

【那珂南】【那珂南】

（男性）（男性）

　健康の秘訣は毎日２時間ジムに
通っていること。若いときから運
動を親しんでおり、テニスの選手
もしていました。
　70 歳から始めた囲碁の魅力は
手を読むことです。相手に邪魔さ
れないように何手先も読むことが
楽しいです。囲碁のほかにも遊ぶ
ことが好きでマージャンもしてい
ます。

 【 大 会 成 績 】（敬称略）



令和5年7月15日令和5年7月15日（7）第68号（7）第68号
　
春
住
長
生
ク
ラ
ブ
は
、
福
岡
市

緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
公

民
館
近
く
の
花
の
公
園
の
一
角
に

長
生
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
た
ち
で

小
さ
な
花
壇
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
美
化
を
目

的
と
し
て
お
り
、
年
に
2
回
ほ

ど
、
花
の
植
え
替
え
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
日
水
や
り
や
草
取

り
を
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
く
立
ち
並
ぶ

　
私
は
、
板
付
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
令
和
3
年
に
入
会

し
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
3
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
友
愛
訪
問
を
す
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
、
令
和

4
年
度
は
絶
対
2
度
の
友
愛

訪
問
を
実
行
す
る
事
を
目
標

に
し
、
実
現
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
何
を
や
れ
ば
い
い

春 住 校 区春 住 校 区

春
住
校
区
長
生
ク
ラ
ブ
連
合
会�

会
長　

南
里　

み
ど
り

ホ
ッ
と
す
る
花
園

ホ
ッ
と
す
る
花
園

の
か
分
か
ら
ず
手
始
め
に
、

雑
巾
作
り
を
女
性
部
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
願
い
作
成
し
ま

し
た
。

　
初
め
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
り
ん
ご
の
家
を
訪
問

し
て
、
雑
巾
を
30
枚
お
渡
し

し
て
「
消
毒
に
枚
数
が
必
要

な
の
で
助
か
り
ま
す
」
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

と
し
て
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
利

用
者
さ
ま
の
お
相
手
を
し
て

欲
し
い
と
ご
意
見
を
頂
く
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

2
度
目
の
友
愛
訪
問
は
、

共
同
生
活
援
助
を
行
っ
て
い

る
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

つ
き
う
さ
ぎ
で
す
。
雑
巾
を

30
枚
贈
呈
し
「
こ
ん
な
に
沢

山
！
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ば

れ
ま
し
た
。
責
任
者
よ
り
地

域
と
の
交
流
を
支
え
た
い
と

要
望
が
あ
り
、
町
内
の
行
事

に
参
加
す
る
事
を
す
す
め
ま

し
た
。
今
回
訪
問
し
た
事
で
、

身
近
に
こ
の
様
な
施
設
が
あ

る
の
を
知
り
得
た
の
で
、
訪

問
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
を
頂

い
た
の
で
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ঁੑ෦
༑Ѫの
ঁੑ෦
༑Ѫの Θ

板付校区
　　前校区女性部長　山崎　恵

二度の友愛訪問
〜手作り雑巾を贈呈〜

中
の
一
角
に
あ
る
小
さ
な
花
壇
で

す
が
、
四
季
折
々
に
い
ろ
い
ろ
な

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
人
通
り
が

多
い
所
で
あ
り
、
通
勤
通
学
の
方

が
花
を
見
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ

「
ワ
ァ
ー
き
れ
い
ネ
」
と
、
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
言

葉
を
聞
く
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

春住にある癒やしの花園春住にある癒やしの花園












